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研究動向・成果 
 

空港版工事帳票管理 

システムの構築 
(研究期間：令和２年度～令和４年度) 

空港研究部 空港施工システム室 

山口 智彦 石田 普賢 森永 俊 伊藤 謙作 

（キーワード） 業務の効率化、働き方改革、クラウドサービス 

１．はじめに 

 工事書類の受発注者間のやり取りについては、こ

れまでインターネットを介したメール等により電子

データの授受は実施しているものの、押印した印刷

物による対面提出を基本としていた。印刷物の共有

は、場所と時間の制約や、移動コスト等の課題があ

り、業務の効率化、働き方改革、新型コロナウイル

ス感染症対策としての対面規制や押印原則の見直し

などの取組みが行われる中、受発注者間の工事書類

の共有を効率的に実施するための情報共有システム

の構築が求められた。本稿では、航空局管内工事に

活用するために構築した「空港版工事帳票管理シス

テム」の概要について、紹介する。 

図 システムイメージ 

２．システム概要 

本システムの機能要件は、国土交通省「土木工事

等の情報共有システム活用ガイドライン」に基づき、

稼働実績のある港湾版工事帳票管理システムを参考

とし、利用者の操作性や、サポートコストなどの運

用面を考慮して、帳票ワークフロー機能に重点を置

いた機能構成としている（表）。 

本システムは、クラウド・バイ・デフォルト原則

に基づき、システムのコスト縮減及び構築期間の短

縮を図るため、ネットワーク及びサーバはクラウド

サービスを利用している。なお、クラウドサービス

の選定にあたっては「政府情報システムのためのセ

キュリティ評価制度(ISMAP)」登録サービスから選定

する必要があることに留意して、多種多様なクラウ

ドサービスの中から特徴や利点、最低限必要となる

項目を整理し、サービスの品質を確認した上で、

ISMAPクラウドサービスリストから選定している。 

表 システムの機能一覧 

 

３．おわりに 

本システムの構築にあたっては、クラウドサービ

スの利点である「効率性」「柔軟性」を活かし、シ

ステムのプロトタイプを一時的に構築して、確認後

破棄するといった利用を行い、低コストで効率的な

新規開発プロセスを実践することができた。クラウ

ドサービスの利用によって、よりセキュアなシステ

ム運用が可能となったが、今後も継続して安全なク

ラウド運用を実施するため、クラウドサービス事業

者から発信される最新の情報を収集し、適切に対応

することとしている。 
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